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江
戸
時
代
、
甲
斐
国
は
将
軍
の
お
膝
元
で
あ
る
江
戸
を
守
る
西
の
要
衝
と
し
て
重
視

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、「
犬
公
方
」
と
呼
ば
れ
た
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
絶
大

な
信
頼
を
得
て
、
甲
斐
国
と
甲
府
城
を
拝
領
し
た
の
が
、
柳
沢
吉
保
（
一
六
五
八
～

一
七
一
四
）
で
す
。

　
柳
沢
家
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
以
来
の
名
門
で
あ
る
甲
斐
源
氏
の
一
族
・
一
条
家
の

末
裔
に
あ
た
り
、
信
濃
国
（
長
野
県
）
と
の
境
界
に
近
い
武
川
周
辺
（
北
杜
市
）
に

土
着
し
た
土
豪
集
団
・
武
川
衆
の
一
員
で
し
た
。
戦
国
時
代
、
吉
保
の
祖
父
信
俊
は
武

田
家
に
仕
え
ま
し
た
が
、
武
田
勝
頼
の
滅
亡
後
は
徳
川
家
康
に
出
仕
し
、
父
安
忠
は
館

林
藩
主
（
群
馬
県
）
で
あ
っ
た
綱
吉
に
仕
え
ま
し
た
。
吉
保
は
、
十
八
歳
の
時
に
知
行

五
百
三
十
石
を
与
え
ら
れ
綱
吉
の
小
姓
と
な
り
、
や
が
て
学
問
に
熱
心
で
あ
っ
た
綱
吉

の
弟
子
と
し
て
寵
愛
さ
れ
ま
す
。

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
四
代
将
軍
家
綱
が
亡
く
な
り
、
弟
の
綱
吉
が
将
軍
の
地

位
を
継
ぐ
と
、
吉
保
の
人
生
に
も
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
の
旗

本
と
な
っ
た
吉
保
は
、
小
納
戸
役
と
し
て
将
軍
の
身
の
周
り
を
整
え
る
間
に
頭
角
を
表

し
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
は
将
軍
と
幕
府
政
治
を
担
う
老
中
や
若
年
寄
、
諸
大

名
と
の
間
を
取
り
継
ぐ
側
用
人
に
就
任
し
、
一
万
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
大
名
に
列
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
は
、
歴
代
の
老
中
が
城
主
と
な
っ
た
川

越
城
を
拝
領
し
て
七
万
二
千
石
余
を
領
し
、
綱
吉
の
も
と
で
元
禄
の
世
の
幕
府
政
治
を

リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
吉
保
の
異
例
の
出
世
ぶ
り
は
、
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
陰
謀
を

め
ぐ
ら
す
策
略
家
と
し
て
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
吉
保
が
諸
大
名
と
交
わ
し
た
書
簡

を
見
る
と
、
幕
府
の
行
事
や
将
軍
の
意
向
を
気
に
か
け
る
大
名
た
ち
に
、
吉
保
は
懇
切

丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り
、
彼
の
律
儀
で
誠
実
な
仕
事
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
書
簡
を
交
わ
し
た
大
名
の
名
前
を
あ
げ
る
と
、
御
三
家
の
紀
伊
藩
主
（
和

歌
山
県
）
徳
川
綱
教
や
外
様
大
名
の
雄
で
あ
る
加
賀
藩
主
（
石
川
県
）
前
田
綱
紀
、
佐

賀
藩
主
（
佐
賀
県
）
鍋
島
綱
茂
、
ま
た
譜
代
大
名
の
前
橋
藩
主
（
群
馬
県
）
酒
井
忠
挙
、

篠
山
藩
主
（
兵
庫
県
）
松
平
信
庸
ほ
か
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
吉
保
の
役
割
は
、
将
軍
を

現
在
の
内
閣
総
理
大
臣
に
例
え
る
と
、
さ
し
ず
め
総
理
大
臣
を
補
佐
す
る
官
房
長
官
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
吉
保
と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
見
る
と
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
正
室

の
定
子
が
亡
く
な
っ
た
際
、
吉
保
は
長
文
に
渡
る
追
悼
の
和
歌
を
記
し
て
お
り
、
夫
妻

間
の
愛
情
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
嫡
子
吉
里
に
対
し
て
も
、
吉
保

は
細
か
な
教
訓
を
残
し
て
お
り
、
子
供
へ
の
親
の
想
い
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

当
時
の
資
料
か
ら
、
ド
ラ
マ
に
描
か
れ
た
人
物
像
と
は
全
く
異
な
る
、
吉
保
の
実
像
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
や
が
て
吉
保
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
先
祖
の
出
身
地
で
あ
る
甲
斐
国
三
郡

（
山
梨
・
八
代
・
巨
摩
）
十
五
万
一
千
石
を
綱
吉
か
ら
拝
領
し
、
甲
府
城
を
居
城
と
し
て

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
郡
内
領
を
預
け
ら
れ
、
柳
沢
家
は
甲

斐
一
国
を
事
実
上
支
配
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
吉
保
が
拝
領
し
た
十
五
万
石
余
は

幕
府
へ
の
奉
公
や
家
格
の
基
準
と
な
る
表
高
で
あ
り
、
実
際
に
は
二
十
二
万
石
余
の
知

行
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
吉
保
は
大
名
の
中
で
も
最
高
の
家
格
で
あ
る
国

持
大
名
と
な
り
、「
甲
斐
国
主
」
と
称
す
る
こ
と
を
幕
府
か
ら
許
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の

時
か
ら
嫡
子
吉
里
が
大
和
国
郡
山
（
奈
良
県
）
に
転
封
と
な
る
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

ま
で
の
二
十
年
間
、
甲
斐
国
は
柳
沢
家
が
治
め
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　
吉
保
自
身
は
、
幕
府
の
大
老
格
と
な
り
要
職
の
地
位
に
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
を
離
れ

る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
生
前
に
一
度
も
甲
斐
国
を
訪
れ
る
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
先
祖
の
地
甲
斐
国
へ
の
吉
保
の
思
い
入
れ
は
強
く
、
甲
府
に
配
置
し

た
留
守
居
役
の
家
臣
に
対
し
て
、
直
筆
に
よ
り
事
細
か
な
指
示
を
送
っ
て
い
ま
す
。
特

に
吉
保
が
意
を
注
い
だ
の
は
、
甲
府
城
の
整
備
で
し
た
。
十
六
世
紀
末
の
豊
臣
政
権
の

時
代
に
本
格
的
に
築
城
さ
れ
た
甲
府
城
は
、
将
軍
家
の
一
族
の
居
城
や
幕
府
の
直
轄
に

な
り
ま
し
た
が
、
吉
保
の
時
代
に
花
畑
曲
輪
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
楽
屋
曲
輪
や
屋
形

曲
輪
に
御
殿
が
造
ら
れ
、城
内
の
施
設
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
城
下
町
も
整
備
さ
れ
、

伊
勢
町
→
山
田
町
（
甲
府
市
中
央
二
丁
目
・
三
丁
目
）、河
尻
町
→
緑
町
（
甲
府
市
若
松
町
）

の
よ
う
に
地
名
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、当
時「
棟
に
棟
、門
に
門
を
並
べ
、

作
り
並
べ
し
有
様
は
、是
ぞ
甲
府
の
花
盛
り
」
と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
の
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
柳
沢
家
の
も
と
で
甲
府
城
や
城
下
町
が
整
備
さ
れ
る
中
、
元
禄
の
世
の
華
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や
か
な
大
名
文
化
が
甲
斐
国
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
恵
林
寺
（
甲
州
市
）
に
は
、
吉
保
夫

妻
が
愛
用
し
た
武
具
や
化
粧
道
具
、
香
道
具
（
山
梨
県
指
定
文
化
財
）
な
ど
が
遺
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
吉
保
は
、
駒
込
（
東
京
都
文
京
区
）
に
あ
っ
た
江
戸
下
屋
敷
に
六
義

園
（
東
京
都
文
京
区
）
を
造
営
し
、
晩
年
は
そ
の
地
で
余
生
を
送
り
ま
し
た
。
現
在
、

国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
六
義
園
は
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
名
園
と
し
て
，

多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
吉
保
は
、
江
戸
時
代
、
中
国
か
ら
新
た
に
伝
わ
っ
た
禅
宗
で
あ
る
黄
檗
宗
を

深
く
信
仰
し
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
は
、
大
本
山
万
福
寺
（
京
都
府
）
の
八
代

住
持
悦
峰
道
章
禅
師
を
開
山
に
招
い
て
、
岩
窪
（
甲
府
市
）
に
自
身
の
菩
提
寺
で
あ
る

永
慶
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
当
時
の
境
内
図
を
見
る
と
、
多
く
の
堂
舎
が
建
ち
並
び
大

伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
沢
家
が
大
和
国
郡
山

に
転
封
と
な
っ
た
際
、
吉
里
は
止
む
を
得
ず
吉
保
夫
妻
の
墓
所
や
ゆ
か
り
の
品
々
を
永

慶
寺
か
ら
恵
林
寺
に
移
し
、
永
慶
寺
の
伽
藍
を
破
却
し
た
た
め
、
永
慶
寺
は
い
わ
ば
「
幻

の
寺
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
、
柳
沢
家
と
と
も
に
郡
山
に
移
転
し
た
永
慶
寺
に
伝
わ
る
寺
宝
を

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
甲
府
時
代
の
柳
沢
家
や
永
慶
寺
に
ゆ
か
り
の
あ
る

品
々
を
数
多
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
甲
府
で
栄
え
た
柳
沢
家
の
信
仰
や
文
化
が
、

郡
山
の
地
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
保
・
吉
里
父
子
は
、
自
分
た
ち
が
甲
斐
源
氏
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
強
く

意
識
す
る
と
と
も
に
、
武
田
信
玄
を
崇
拝
し
、
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
吉
保
は
、

甲
斐
国
を
拝
領
し
た
翌
年
に
あ
た
る
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
、
信
玄
の
菩
提
寺
で

あ
る
恵
林
寺
で
、
彼
の
百
三
十
三
回
忌
の
法
要
を
営
み
、
信
玄
佩
用
と
伝
わ
る
太
刀
銘

来
国
長
（
重
要
文
化
財
）
を
奉
納
し
て
、
自
ら
が
信
玄
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
世
に

示
し
ま
し
た
。
画
才
の
あ
っ
た
吉
里
も
、
恵
林
寺
に
伝
わ
る
武
田
信
玄
像
（
甲
州
市
指

定
文
化
財
）
や
、
大
和
郡
山
市
の
柳
沢
文
庫
に
伝
わ
る
武
田
二
十
四
将
図
を
描
い
て
い

ま
す
。

　
柳
沢
家
が
甲
斐
国
を
治
め
た
の
は
わ
ず
か
二
十
年
間
の
み
で
し
た
が
、
こ
の
間
、
県

都
甲
府
市
の
城
郭
や
街
並
み
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
に
つ
な
が
る
武
田
信
玄

へ
の
敬
慕
の
念
が
高
ま
る
な
ど
、
吉
保
は
現
在
の
山
梨
に
数
多
く
の
影
響
を
残
し
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
で
は
、
県
内
外
に
伝
わ
る
吉
保
の
肖
像
画
や
彫
像
が
初
め

て
一
堂
に
会
す
る
と
と
も
に
、
吉
保
の
書
簡
や
甲
府
城
跡
か
ら
出
土
し
た
当
時
の
遺
物
、

ま
た
恵
林
寺
に
伝
わ
る
吉
保
・
定
子
夫
妻
愛
用
の
調
度
品
や
家
老
家
出
身
の
柳
沢
淇
園

が
描
い
た
文
人
画
、
さ
ら
に
永
慶
寺
に
遺
さ
れ
た
ゆ
か
り
の
品
々
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
柳
沢
家
ゆ
か
り
の
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
展
示

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　
○
主
　
　
催
　
山
梨
県
立
博
物
館
、
甲
府
市
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

　
○
開
催
期
間
　
平
成
二
十
三
年
十
月
八
日
（
土
）
～
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
※
期
間
中
に
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

　
○
場
　
　
所
　
山
梨
県
立
博
物
館
（
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
１
５
０
１
―
１
）

　
○
観  

覧  

料
　
一
般
／
一
〇
〇
〇
円
（
八
四
〇
円
）、
高
校
・
大
学
生
／
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　（
四
二
〇
円
）、
小
・
中
学
生
／
二
六
〇
円
（
二
一
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
常
設
展
＋
企
画
展
共
通
券
　
一
般
／
一
二
四
〇
円
、

　
　
　
　
　
　
　
高
校
・
大
学
生
／
五
八
〇
円
、
小
・
中
学
生
／
二
九
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
※
各
種
割
引
等
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
主
な
イ
ベ
ン
ト
　
　

　
　
・
柳
沢
吉
保
に
ま
つ
わ
る
歌
と
語
り
と
音
の
会
　
十
月
二
十
三
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～

　
　
　
十
四
時
三
十
分
、
会
場
　
企
画
展
示
室
前
ロ
ビ
ー

　
　
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」　
十
月
三
十
日
（
日
）
十
三
時
～
十
六
時
三
十
分
、

　
　
　
会
場
　
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
（
博
物
館
と
な
り
）

　
　
・
茶
道
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
　
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分
、

　
　
　
会
場
　
企
画
展
示
室
前
ロ
ビ
ー

　
○
お
問
い
合
わ
せ
　
山
梨
県
立
博
物
館
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
―
二
六
一
―
二
六
三
二
）
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◆
笛
吹
市
石
和
町
出
身
の
小
説
家
で
す
。

　
深
沢
七
郎
（
一
九
一
四
～
一
九
八
七
）
は
、
東
八
代
郡

石
和
町（
現･
笛
吹
市
石
和
町
）に
生
ま
れ
、一
九
三
一（
昭

和
六
）
年
、
旧
制
日
川
中
学
校
（
現
山
梨
県
立
日
川
高
等

学
校
）
を
卒
業
。
中
学
の
頃
か
ら
熱
中
し
て
い
た
ギ
タ
ー

を
本
格
的
に
習
い
始
め
、ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
、

戦
後
は
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
公
演
に
出
演
す
る

な
ど
、
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
四
十
二
歳
の
時
に
、

日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
演
出
家
・
丸
尾
長
顕
の
す

す
め
で
、
第
一
回
中
央
公
論
新
人
賞
に
応
募
、
満
場
一
致

で
「
楢
山
節
考
」
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　「
山
と
山
が
連
つ
て
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
山
ば
か
り
で

あ
る
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
「
楢
山
節
考
」
は
、
姥
捨

て
伝
説
を
題
材
に
、
東
八
代
郡
境
川
村
（
現･

笛
吹
市
境

川
町
）
の
大
黒
坂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
の
三
島
由
紀
夫
は
「
総
身
に
水
を
浴
び
た
よ
う

な
感
じ
が
し
た
」
と
評
し
、
正
宗
白
鳥
は
「
人
生
永
遠
の

書
の
一
つ
と
し
て
心
読
し
た
つ
も
り
で
あ
る
」
と
絶
賛
す

る
な
ど
、当
時
の
文
壇
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
楢
山
節
考
」
は
映
画
化
さ
れ
、
舞
台
で
も

上
演
さ
れ
て
、
広
く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仏

訳
を
は
じ
め
世
界
各
国
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
多
く
の
読

者
を
得
て
い
ま
す
。

◆
甲
州
を
舞
台
に
し
た
小
説
『
笛
吹
川
』

　
続
い
て
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
に
は
、
笛
吹

川
の
川
筋
を
舞
台
に
、
戦
国
時
代
の
武
田
家
の
盛
衰
と
と

も
に
生
き
た
農
民
一
家
を
描
く
「
笛
吹
川
」
を
発
表
。
幾

世
代
に
も
わ
た
る
生
と
死
の
連
鎖
が
淡
々
と
描
か
れ
た
こ

の
作
品
は
、
発
表
直
後
か
ら
批
評
家
間
で
そ
の
評
価
が
分

か
れ
、
文
芸
誌
上
で
論
争
が
お
こ
る
ほ
ど
話
題
を
よ
び
ま

し
た
。

　
深
沢
七
郎
は
、「
楢
山
節
考
」
や
「
笛
吹
川
」
な
ど
土

着
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
作
品
を
発
表
す
る
一
方
で
、「
東

京
の
プ
リ
ン
ス
た
ち
」「
千
秋
楽
」
な
ど
、
都
会
で
生
き

る
人
々
を
主
題
と
し
た
作
品
も
執
筆
し
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
常
に
現
実
を
生
き
る
庶
民
の
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

◆
〈
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
〉
で
自
給
自
足
の
生
活

　
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
、
埼
玉
県
菖
蒲
町
に
居
を

定
め
自
給
自
足
の
生
活
に
入
り
ま
す
。

　
住
宅
の
ま
わ
り
の
田
畑
を
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の

名
曲
「
ラ
ブ
ミ
ー
・
テ
ン
ダ
ー
」
に
因
ん
で
「
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
」

と
名
付
け
、
農
業
に
従
事
し
ま
す
。
ラ
ブ
ミ
ー
農
場
に
は
、

小
説
家
の
立
松
和
平
、
嵐
山
光
三
郎
、
芸
術
家
の
篠
原
勝

之
や
、
深
沢
七
郎
を
慕
う
多
く
の
若
者
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
六
年
後
に
は
、
東
京
の
東
向
島
に
今
川
焼
屋

「
夢
屋
」
を
開
業
す
る
な
ど
、
意
表
を
突
く
行
動
は
マ
ス

コ
ミ
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

　
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
、六
十
七
歳
の
時
に
「
み

ち
の
く
の
人
形
た
ち
」
が
谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
し
ま
す

が
、
六
年
後
の
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
八
月
、
心

不
全
の
た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。

◆
ギ
タ
ー
の
調
べ
と
と
も
に

　
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
た
深
沢
七
郎
の
作
品
に

は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
楢
山
節
考
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
音
楽

が
様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。「
ギ
タ
ー
を
弾
く

こ
と
は
病
む
こ
と
と
同
じ
だ
と
私
は
思
う
。
ど
う
抵
抗
し
て

も
弾
く
こ
と
は
や
め
ら
れ
な
い
。（
略
）
小
説
を
書
く
こ
と

も
、
ま
た
、
病
気
だ
と
思
う
」
と
語
る
深
沢
七
郎
の
起
伏
に

富
ん
だ
生
涯
と
作
品
の
世
界
を
、
原
稿
・
書
簡
・
愛
用
の
ギ

タ
ー
な
ど
約
一
五
〇
点
の
資
料
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
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◆
会
場

　
山
梨
県
立
文
学
館
　
企
画
展
示
室

◆
会
期

　
九
月
十
日
（
土
）
～
十
一
月
六
日
（
日
）

◆
開
館
時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
入
室
は
四
時
三
十
分
ま
で
）

◆
休
館
日

　
九
月
十
二
日
（
月
）、
二
十
日
（
火
）、
二
十

　
六
日
（
月
）、
十
月
三
日
（
月
）、
十
七
日
（
月
）

◆
観
覧
料

　
一
　
　
般
　
　
六
〇
〇
円
（
四
八
〇
円
）

　
大
・
高
生
　
　
四
〇
〇
円
（
三
二
〇
円
）

　
中
・
小
生
　
　
二
五
〇
円
（
二
〇
〇
円
）

　�

＊
（
　
　
）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金
、
宿
泊
者

割
引
料
金
で
す
。

　�

小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜
日
は
無
料
。

県
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
者
及
び
介
護
者

は
無
料
。

◆
関
連
事
業

　
○
対
談
・
講
座

　
　
十
月
一
日
（
土
）
研
修
室
　
定
員
一
五
〇
名

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

　
　
　「
深
沢
七
郎
の
文
学
　
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
」

　
　
　
　
京
谷
秀
夫
（
元
中
央
公
論
社
編
集
者
）

　
　
　
　
近
藤
信
行
（
当
館
館
長
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　
　
　「
山
梨
に
の
こ
る
深
沢
七
郎
の
足
跡
」

　
　
　
　
保
坂
雅
子
（
当
館
学
芸
員
）

　
○
講
演
会

　
　
十
月
十
六
日
（
日
）
講
堂
　
定
員
五
〇
〇
名

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

　
　
　「
奇
跡
の
文
学
」

　
　
　
　
中
沢
新
一
（
思
想
家
・
人
類
学
者
）

　
○
朗
読
劇

　
　
十
一
月
六
日
（
日
）
講
堂
　
定
員
五
〇
〇
名

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

　
　
　
劇
団
芸
協
「
楢
山
節
考
」

　
　
＊�

対
談
・
講
座
、
講
演
会
、
朗
読
劇
は
、
当
館
ま
で

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
○
文
学
散
歩

　
　
十
月
二
十
二
日
（
土
）・
十
月
三
十
日
（
日
）

　
　
＊�

詳
細
は
、(

社)

や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
（
電

話
〇
五
五
―
二
三
一
―
二
二
三
〇
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
―
二
二
一
―
三
〇
四
〇
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
展
示
解
説
）

　
　�

会
期
中
の
日
曜
日
、
十
一
時
か
ら
約
十
五
分
間
、
企

画
展
示
室
内
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申

し
込
み
不
要
。
企
画
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

　◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
山
梨
県
立
文
学
館

　
電
　
話
　
〇
五
五
―
二
三
五
―
八
〇
八
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
五
―
二
二
六
―
九
〇
三
二
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は
じ
め
に

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
六
か
年
計

画
で
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
二
十
年
度
は
、

県
下
公
立
中
学
校
の
二
年
生
に
、
平
成
二
十
一
年
度
は
公

立
小
学
校
の
五
年
生
に
読
解
力
育
成
の
た
め
の
冊
子『
ザ
・

読
解
力
』
を
作
成
・
配
布
し
、
現
在
各
教
室
で
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
教
師
の
た
め
に
『
読
解
力
向
上
の

た
め
の
実
践
事
例
集
』（
小
・
中
学
校
版
）
も
作
成
・
配

布
し
ま
し
た
。

◇
「
読
解
力
」
と
は
？

　
従
来
か
ら
「
読
解
力
」
と
い
え
ば
、
文
章
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
を
正
し
く
読
み
解
く
力
の
こ
と
を
さ
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
「
読
解
力
」
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
行
っ
て
い
る
国
際
テ
ス
ト
の

領
域
で
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
訳
し
た
言
葉

で
す
。

　
こ
の
力
は
、
目
的
を
も
ち
、
文
章
だ
け
で
な
く
図
表
な

ど
の
資
料
か
ら
情
報
を
集
め
、
批
判
的
に
考
え
な
が
ら
、

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
ま
で
の
力
で
、
国
際
的
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
学
力
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
ザ
・
読
解
力
』
で
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
新
し
い
「
読
解
力
」
で
あ
り
、
生
き
て
は
た
ら
く
国
語

の
能
力
、
と
り
わ
け
論
理
的
思
考
力
を
育
て
、
テ
キ
ス
ト

を
解
釈
し
、
熟
考
・
評
価
し
、
自
ら
の
考
え
を
表
現
し
て

い
く
力
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
目
標
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
様
々
な
文
章
や
資
料
を
理
解
・
評
価
し
な
が
ら
読
む
力

　
　
ア
　
目
的
に
応
じ
て
理
解
し
、
解
釈
す
る
力
　

　
　
イ
　
評
価
し
な
が
ら
読
む
力

　
　
ウ
　
課
題
に
即
応
し
た
読
む
力

　
　
エ
　
多
様
な
テ
キ
ス
ト
に
対
応
し
た
読
む
力

②�

テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
を
簡
潔
に
書
く
力

　
　
ア
　
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
自
分
の
考
え
を
書
く
力

　
　
イ
　
日
常
的
実
用
的
な
言
語
活
動
に
生
か
す
書
く
力

　
　
ウ
　�

自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
簡
潔
に

書
く
力

　
端
的
に
言
え
ば
、「
目
的
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
資

料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
、
そ
れ
ら
を
利
用
し

て
表
現
す
る
力
」
を
さ
し
ま
す
。

◇
『
ザ
・
読
解
力
』（
小
・
中
学
校
版
）
の
内
容

　
こ
の
冊
子
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
ド
リ
ル
な
ど
と
は
違

い
、
学
校
の
授
業
で
友
達
と
交
流
な
ど
を
し
な
が
ら
考
え

る
「
課
題
」
に
取
り
組
む
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
小
学
校
版
で
は
、

　
○�

資
料
や
グ
ラ
フ
か
ら
森
林
の
は
た
ら
き
を
読
み
取
り

山
梨
の
森
林
に
つ
い
て
考
え
る
。�

（
社
会
）

　
○�

雨
を
テ
ー
マ
と
し
た
二
つ
の
曲
に
つ
い
て
、「
調
」

の
違
い
か
ら
曲
想
を
感
じ
取
り
伝
え
合
う
。（
音
楽
）

　
ま
た
、
中
学
校
版
で
は
、

　
○�

古
文
の
笑
い
話
を
読
み
、
作
品
構
成
の
発
想
を
ま
ね

て
物
語
を
創
作
す
る
。�

（
国
語
）

　
○�

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
の
魅
力
を

探
り
、
自
ら
も
身
近
な
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
を
見
付

け
、
理
由
を
付
け
て
発
表
す
る
。�
（
美
術
）

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
各
教
科
で
教
科
書
を
中
心
に
学
習
し
た
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
解
決
で
き
る
課
題
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
の
中
で
目
に

す
る
出
来
事
を
対

象
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
ん
で
取

り
組
め
る
と
思
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
国
語
力
向
上
推
進
事
業
Ｈ
Ｐ
を
御
覧

く
だ
さ
い
。
指
導
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
こ
ち
ら
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
『
ザ
・
読
解
力
』（
小
学
校
四
年
生
版
）
に
つ
い
て

　
現
在
、
新
し
い
教
科
書
に
対
応
し
た
小
学
校
四
年
生
版

の
作
成
を
す
す
め
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
平
成
二
十
四
年
度

に
発
行
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

◇
『
読
解
力
向
上
の
た
め
の
実
践
事
例
集
』
に
つ
い
て

　
今
年
の
四
月
に
各
学
校
に
配
布
し
た
本
事
例
集
（
小
・

中
学
校
版
）
に
つ
い
て
は
、
各
教
科
の
事
例
を
指
導
案
と

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
読
解
力
」
の
向

上
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

注
　�

テ
キ
ス
ト
…
文
章
だ
け
で
な
く
、
図
表
や
絵
画
、
写
真
、
数
式
、

音
楽
な
ど
表
現
さ
れ
た
も
の
も
指
し
ま
す

h
ttp
://w
w
w
.yp
ec.ed

.jp
/g
im
u
kyo
/ko
ku
g
o
/

kokugo-index.htm
l

6

● 『ザ・読解力』（小・中学校版）で子どもたちと楽しく考える授業を！ ●

『
ザ
・
読
解
力
』
（
小
・
中
学
校
版
）
で
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
考
え
る
授
業
を
！

　
　
　
　
― 

社
会
生
活
に
い
き
る
読
解
力
向
上
推
進
事
業
・
義
務
教
育
課 

―  



�

県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向

け
、
今
後
十
年
間
の
方
向
性
を
示
す
「
や
ま
な
し
特
別
支

援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

□ 

対
象
期
間

　
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で

□ 

主
要
な
内
容

○ 

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備

(

教
育
の
充
実
）

　
軽
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
に
対
す
る
高
等
部
教
育

の
充
実
の
た
め
、
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
に
高
等
部
専

門
学
科
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
高
等
部
へ
の
病
弱

な
生
徒
の
受
け
入
れ
や
理
学
療
法
士
の
配
置
、
障
害
種
別

に
応
じ
た
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
障
害
に
対
応
で
き
る
教
育
課
程
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

(

施
設
整
備
・
大
規
模
化
の
解
消
）

　
教
室
不
足
に
つ
い
て
、
早
急
に
解
消
を
進
め
、
老
朽
化

が
著
し
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
改
築
等
に
よ
る
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
施
設
環
境

を
整
え
る
た
め
、
将
来
的
な
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

　
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の
大
規
模
化
の
解
消
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

(

セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
）

　
各
校
の
専
門
性
と
経
験
を
生
か
し
、
効
果
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
職
員
の
配
置
を
拡
大
し
、
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

○ 

就
学
前
、
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お

　 

け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

(

就
学
前
）

　
市
町
村
の
担
当
者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
に
関
わ
る
専

門
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
主
体

的
な
就
学
指
導
が
行
え
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
助
言
を
行

い
ま
す
。

　
福
祉
・
保
健
関
係
者
と
の
情
報
共
有
の
場
の
設
置
に
向

け
た
支
援
や
「
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
」
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

(

小
・
中
学
校
）

　
校
内
委
員
会
の
充
実
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
連
携
の
強
化
、「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
」

の
作
成
等
に
よ
り
、
組
織
的
、
計
画
的
な
支
援
体
制
の
構

築
を
進
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
学
級
経
営
を
進

め
、
学
習
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　「
こ
と
ば
と
発
達
の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム(
仮
称)

」
の
設

置
を
推
進
し
ま
す
。
　
　

(

高
等
学
校
）

　
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
支

援
員
の
効
果
的
な
配
置
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、関
係
機
関
や
経
済
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

就
業
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

○ 

交
流
及
び
共
同
学
習
の
推
進

　
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
の
社
会
性
を
養
う
と
と
も

に
、
保
護
者
及
び
地
域
の
人
々
の
障
害
児
者
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。

○ 

教
員
の
専
門
性
の
向
上

　
管
理
職
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
特
別
支
援
学
級
担
当

者
等
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
と
特
別
支
援
学
校

の
教
員
の
人
事
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
は
、
本
県
の
特
別
支
援
教
育
が
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
施
策
の
着
実
な
実
施
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
県
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
の
た
め
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

「
や
ま
な
し
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
s
h
i.jp
/g
a
k
k
o
s
u
i/

to
k
u
b
etsu
sh
ien
/to
k
u
b
etu
su
isin
-p
lan
.h
tm
l
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●「やまなし特別支援教育推進プラン」を策定しました ●

「
や
ま
な
し
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
―  

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室  

―  



　県内には、青少年自然の里と少年自然の家が各２箇

所、計４箇所の自然体験ができる県立の青少年教育施

設があります。

　いずれも、その立地条件を十分に活かし、特色ある

体験プログラムを提供しています。

　学校行事等では、夏までの期間に多くご利用をいた

だいていますが、秋以降についても、その季節ならで

はの自然とのふれあい、発見、感動を得ることができ

ます。施設では、そのための体験プログラムをたくさ

ん用意しています。

　さらに、それぞれの施設には、体育館やホール、研

修室、野外活動広場等があり、様々な活動が出来ます。

クラブ活動や、グループ学習、また食育に関する活動

などにおいて、多様な御利用をいただけるものと思い

ます。

　また、各施設では個人で参加いただける各種主催事

業も実施しています。対象は、子どもから大人まで、

家族で参加いただけるものもあります。是非、一度御

参加ください。各施設の魅力を十分に感じていただけ

ます。

　下記一覧に、各施設の連絡先とＨＰアドレスを掲載

しました。利用方法やプログラム内容、主催事業等に

ついて、お気軽にお問い合わせ下さい。

　自然の中で、日頃、学校や家庭で得難い体験をする

ことにより、「生きる力」「豊かな心」を育む青少年教

育施設を、どうぞご活用下さい。
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● 生きる力、豊かな心を育むために（青少年教育施設の利活用） ●

施設名
所在地

ＨＰアドレス　
主な施設内容

山梨県立
なかとみ

青少年自然の里

〒 409-3313
南巨摩郡身延町平須３０６
電話　0556-42-3181
http://www14.plala.or.jp/n-sato/

宿泊室　４（28 人用１室、24 人用３室）
リーダー室　４（２人用４室）　陶芸工房　１（60人）
和紙工房　１（50人）　体育館　（505 ㎡）
キャンプ場　定員 100 人（バンガロー２、スペースキャ
ビン５、テントサイト 13）

山梨県立
ゆずりはら
青少年自然の里

〒 409-0111
上野原市棡原１３８８０
電話　0554-67-2333
http://yamanashikenshizennosato.
web.fc2.com/

宿泊棟　３（26 人用３棟）　家族棟　４（４人用４室）
身障者棟　２（２人用１室、４人用１室）
多目的ホール　１（150 人）
キャンプ場　定員 100 人（テントサイト 10）

山梨県立八ヶ岳
少年自然の家

〒 407-0301
北杜市高根町清里３５４５
電話　0551-48-2306
h t t p : / / w w w 1 2 . p l a l a . o r . j p /
yatsugatake/

宿泊室　26（８人用 20 室、10 人用４室、５人用２室）
講　堂　１（200 人）　プラネタリウム　１（50人）
体育館　１（787 ㎡）　クラフト室　２（40人２室）
研修室　３（30人１室、40 人１室、50 人１室）
キャンプ場　定員 180 人（テントサイト 36）

山梨県立愛宕山
少年自然の家

〒 400-0023
山梨県甲府市愛宕町３５８−１
電話　055-253-5933
http://www9.plala.or.jp/atagoyama/
index.html

宿泊室　15（10 人用 )　リーダー室　１( ５人用 )
大ホール　１(イス席 100 人程度 )　工作室　１(50 人 )
研修室　２(30 人２室 )
（愛宕山こどもの国が管理する施設）
キャンプ場　定員 100 人 ( テントサイト 20)

利用料金
（一人一泊　食事は別）

青少年自然の里 少年自然の家

宿泊棟 キャンプ場 宿泊棟 キャンプ場

県内小中学校等並びに青少年育成団体の行事利用 210 円 100 円 100 円 � 75 円

県内の 3歳以上の幼児、小・中学生、高校生等の利用 420 円 210 円 210 円 150 円

県外者、学生、社会人等の利用 840 円 420 円 310 円 310 円

　青少年自然の里は 15 名以上、少年自然の家は 10 名以上の団体がご利用いただけますが、同日に他の団体利用がある
場合は少人数の団体もご利用が可能になります。

生きる力、豊かな心を育むために（青少年教育施設の利活用）

― 社会教育課 ―



　日本人初のノーベル文学賞受賞者の川端康成（1899

～ 1972）は、美術に深い造詣を持ち、コレクターと

しても知られます。日本画家の東山魁夷（1908 ～

1999）は、昭和 30（1955）年に川端邸へ訪れて以来、

川端と浅からぬ交流を持ちました。しばしば川端は、

東山の作品を購入し、画集へ序文を寄せ、東山は、作

品を贈り、川端作品の挿絵や装丁を手がけました。本

展は、川端が収集した美術品を中心に、川端から触発

された東山の美術コレクション、さらには両家の所蔵

する初公開を含めた東山の作品を紹介します。

　川端コレクションは、土偶、埴輪、仏像、絵画、近

代工芸などの日本美術や、中国と朝鮮の陶器や漆器な

どの東洋美術と幅広く、さらにはロダン、ルノワール

といった外国人作家の作品も華を添えています。中で

も池大雅と与謝蕪村による合作《十便十宜図（じゅう

べんじゅうぎず）》と浦上玉堂《凍雲篩雪図（とうう

んしせつず）》は、後に国宝に指定された名品です。

�

　一方、東山はガンダーラ仏像、ローマン・グラス、

ペルシャ陶器、中国の俑や陶磁器、そして日本の仏像、

絵画、旧家伝来の茶道具や近代工芸など、古代ヨーロッ

パから東洋にいたる美術を幅広く収集し、それらの色

彩や造形が創作の源となり、時には一服の清涼剤とな

りました。本展では、ほとんど公開されることのなかっ

たこれら東山コレクションからも選りすぐりの優品を

紹介します。

　本展は、昭和の文壇と画壇を代表する両雄の美術コ

レクションを一望するまたとない機会として、来館者

を魅了することでしょう。

なお会期中、9月 27 日午後 4時から ｢教師のための

鑑賞研究会 ｣を開催します。美術の先生だけでなく、

国語の先生も必見ですので、お見逃し無く。

会　期：9月 17 日～ 11 月 6日

料　金：一般 1,000 円　大高生 500 円

　　　　中小生 260 円
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● 川端康成コレクションと東山魁夷 ●

川端康成コレクションと東山魁夷

― 県立美術館 ―

池大雅《釣便図》（《十便図》より）
明和 8（1771）年　

東山魁夷《北山初雪》昭和 43（1968）年　

浦上玉堂《凍雲篩雪図》江戸時代（19 世紀）



　
山
梨
県
を
含
む
中
部
高
地
は
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
数

多
く
知
ら
れ
、
縄
文
文
化
が
最
も
栄
え
た
地
域
の
一
つ
で

す
。
特
に
今
か
ら
約
五
千
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
に
は
、

関
東
甲
信
越
か
ら
東
北
地
方
南
部
に
か
け
て
の
地
域
で
装

飾
性
に
優
れ
、
芸
術
性
の
高
い
土
器
が
数
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
考
古
博
物
館
で
は
こ
の
秋
の
特
別
展
で
、
国
の
重
要
文

化
財
50
点
を
含
む
、
約
１
０
０
点
の
縄
文
土
器
を
展
示
し

ま
す
。
山
梨
県
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
一
の

沢
遺
跡
（
笛
吹
市
）
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
は
じ
め
、
新

潟
県
の
火
焔
型
土
器
な
ど
各
地
の
特
色
あ
る
土
器
と
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
山
梨
県
の
独
自
性
を
探
り
ま
す
。

　
絢
爛
豪
華
な
各
地
の
縄
文
土
器
の
逸
品
の
数
々
を
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
の
構
成

１ 

縄
文
芸
術
の
競
演

　
今
回
展
示
す
る
各
地
の
代
表
的
な
縄
文
土
器
を
一
同
に

展
示
し
ま
す
。
各
地
の
装
飾
豊
か
な
縄
文
土
器
を
相
互
に

比
較
し
、
縄
文
文
化
の
奥
深
さ
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

２ 

燃
え
上
が
る
火
焔
型
土
器
の
世
界

　
新
潟
県
地
域
に
分
布
す
る
火
焔
型
土
器
・
王
冠
型
土
器

の
迫
力
に
迫
り
ま
す
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
笹
山
遺

跡
（
新
潟
県
）
出
土
火
焔
型
土
器
の
複
製
品
や
、
道
尻
手

遺
跡(

新
潟
県)

か
ら
出
土
し
た
最
大
級
の
火
焔
型
土
器

を
展
示
し
ま
す
。

３ 

ド
ー
ナ
ツ
状
の
突
起
、
渦
巻
く
曲
線
、

華
麗
な
文
様
世
界
　
　

　
北
関
東
地
域
に
分
布
す
る
焼
町
土
器
文
化
が
こ
こ
に
一
気

に
花
開
き
ま
す
。
焼
町
土
器
は
、
新
潟
県
の
火
焔
型
土
器
の

影
響
を
受
け
て
作
り
出
さ
れ
た
土
器
で
す
。
火
焔
型
土
器
と

は
異
な
る
華
麗
な
文
様
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

４ 

各
地
に
影
響
を
与
え
た
、

東
北
の
優
美
な
文
様
の
世
界
　
　
　
　

　
東
北
南
部
地
域
に
分
布
し
、
各
地
の
土
器
に
影
響
を
与

え
た
奥
深
い
文
様
を
持
つ
大
木
式
土
器
を
展
示
し
ま
す
。

各
地
域
の
土
器
と
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。

５ 

突
き
上
げ
る
力
、

　
そ
し
て
水
け
む
り
の
よ
う
な
文
様
　
　

　
山
梨
県
を
含
む
中
部
高
地
に
分
布
す
る
水
け
む
り
を
表

現
し
た
よ
う
な
水
煙
土
器
を
は
じ
め
、
絢
爛
豪
華
な
土
器

を
一
同
に
展
示
し
ま
す
。
県
内
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
土
器
も
大
集
合
し
ま
す
。

◆
特
別
展
の
概
要

開
催
期
間
…�

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）
～

十
一
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　
毎
週
月
曜
日
休
館（
た
だ
し
十
月
十
日
は
開
館
）

観
覧
時
間
…
午
前
九
時
～
午
後
五
時

（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

観
覧
料
…
一
般
、
大
学
生
　
六
〇
〇
円

　
　
　
　
小
・
中
・
高
校
生
　
三
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
…
山
梨
県
立
考
古
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
電
話
０
５
５
―
２
６
６
―
３
８
８
１

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
an
ash
i.jp
/k
o
u
k
o
-h
ak
/

写
真
右

：

安
道
寺
遺
跡
出
土
土
器
（
当
館
所
蔵
）

写
真
左

：�
国
宝
笹
山
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
（
新
潟
県
十

日
町
市
博
物
館
所
蔵
）
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● 第 29 回特別展「縄文土器名宝展～縄文芸術の到達点～」 ●

第
29
回
特
別
展
「
縄
文
土
器
名
宝
展
～
縄
文
芸
術
の
到
達
点
～
」　

　
　
　
―
県
立
考
古
博
物
館
―  



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指

す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　富士山信仰と富士吉田市の歴史文化を学べる博物館で
す。常設展示は、メインテーマである「富士山の信仰」、
地場産業であった甲斐絹を取上げた「地域をささえた産
業」、縄文時代から近現代にいたるまで通史を展示した「富
士吉田の歩み」、日常生活での道具類や祭りに関する民俗
資料を展示した「日々の暮らしと祭り」の 4つのテーマ
で構成しています。
　博物館エリア内には、江戸時代の農家２棟、御師住宅（模
造復原）が移築復原してあり、自由に見学することができ
ます。
　また、付属施設として「御師�旧外川家住宅」（重要文化
財）を公開しています。
◆富士吉田市歴史民俗博物館
住　所：富士吉田市上吉田 2288 −１
電　話：0555-24-2411
担　当：赤池（総務）・布施（学芸）

休館日：火曜日 ( 祝日の場合はその翌日 ) 年末年始
入館料：一般 300 円・小中高生 150 円
　　　　※土曜日は小中高生無料
　　　　※20名以上は団体割引
駐車場：無　料
　　　　第１駐車場（普通車 20台／大型 5台）
　　　　第 2駐車場（普通車 34台／大型 6台）
ＵＲＬ：http://www.fy-museum.jp
◆御師旧外川家住宅
住　所：富士吉田市上吉田 3− 14 − 8
電　話：0555-22-1101
休館日：火曜日 ( 祝日の場合はその翌日 )、年末年始
入館料：一般 100 円・小中高生 50 円
　　　　※土曜日は小中高生無料
　　　　※20名以上は団体割引
駐車場：無料（普通車 20台）

◆美しい絵本に囲まれた森の中の夢の空間◆
　八ヶ岳山麓の森の中の小径をすすむと、小淵沢絵本美術
館があります。さながらそれは、グリム童話の「赤ずきん
ちゃん」や「白雪姫」の森の舞台のような佇まいです。絵
本画家のメッセージをより強く読者に伝えたいとの思いか
ら、この場所が選ばれました。
◆生きていることの意味や、楽しさを伝えたい◆　
　絵本画家は、人と人あるいは人と動物たちの様々なふれ
あいの姿を絵本という形で描き表現しています。そして、
私たちがこの世界で生きていることの意味やその楽しさを
伝えようとしています。小淵沢絵本美術館では、欧米や日
本の絵本画家たちの優れた絵本や原画を数多く展示してい

ます。そしてこの素晴らしい絵本の世界が多くの人に夢や
感動を与えられるよう願っています。
住　所：北杜市小淵沢町上笹尾 3331 − 441�
電話番号：0551-36-5717
担当者：望月
休館日：毎水曜日（但し、祝日の場合開館）　
　　　　夏期（７月、８月、９月）は無休
入館料：小学生以上一律 600 円 ( 幼児無料 )
　　　　飲み物 ( コーヒー、ジュース等 ) サービス付
駐車場：無料（普通 15台）　　　
交　通：JR中央線「小淵沢」駅下車、徒歩 30分、
　　　　タクシー 5分、中央道小淵沢ＩＣより 5分

ミュージアム甲斐・ネットワーク  
～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～ ●

富士吉田市歴史民俗博物館　（富士吉田市）

八ヶ岳高原 小淵沢絵本美術館　（北杜市）

外　観 展示室 外川家住宅

人気のあるターシャ・テューダ―の部屋 美術館内のショップ



　この研究室は、県内の小学校、中学校および特別支援学
校の小学部・中学部のいずれかに在籍する児童・生徒また
は山梨県在住の児童・生徒を対象とした、考古学に関する
研究成果を募集・表彰し、広くその成果を発表する機会を
設けることを目的とし、考古学の楽しさを知ってもらうと
ともに、調べる、まとめるという力をつけ、より一層の研
究活動を推奨する機会としたもので、今年度で９回目を迎
えました。
　作品の内容は、山梨県の考古学や歴史学などの社会科歴
史的分野に関係する研究成果を内容とし、学校外において
未発表のもので、おおむね１年以内の研究成果を募集いた
します。
　募集の種別は、個人研究部門の小学校の部・中学校の部、
団体研究部門の３つに分かれています。個人研究部門では、
児童・生徒がそれぞれ自由なテーマで、又は教育課程にお

いて統一したテーマで取り組んだ個人研究対象とし、団体

研究部門では、学級・学年・学校（部活動等を含む）で行

った研究または統一したテーマのもとで研究した児童・生

徒個人の成果をとりまとめたもの、あるいはその指導過程

を対象とします。

　夏休みの課題（自由研究）や総合的な学習の時間で取り

組んだ歴史研究に取り組んだ研究成果を是非ご応募下さい。

　作品の応募期間は、平成 23年９月１日（木）～ 11月 30

日（水）までです。

　応募等に関する詳細は、当館ホームページをご覧になる

か、県立考古博物館までお問い合わせ下さい。

℡ 055-266-3881（山梨県立考古博物館）

　今年７月、女子サッカー日本代表「なでしこジャパン」

の活躍が、日本中に感動と希望を与えました。スポーツの

力を改めて感じる出来事でした。

　私もスポーツが大好きで、アメリカンフットボールの

チームに在籍しています。メジャーではありませんが、と

ても面白いスポーツだと思います。一番の特徴は、ポジショ

ンごとに役割が明確に分かれていることでしょう。「ボー

ルを持って走る」専門の人、「パスを捕る」専門の人、「相

手を押す」専門の人…。球技であるにもかかわらず、ルー

ル上、ボールに触れないポジションもあります。当然、運

動の特性も様々。ですから同じチームに身長 190cm、体重

120kg の人もいれば、160cm、60kg の人も。そんな一見ば

らばらなメンバーが、力を合わせて一つのボールを前進さ

せていく。それがフットボールの醍醐味でもあります。

　私はよく学級をスポーツチームにたとえて、子どもたち

に話をします。見た目も考え方も、得意・不得意も、好き・

嫌いもみんな違う。そんな様々な個性をもったメンバーが、

その違いを生かし、認め合い、助け合い、競い合って学級

集団を前進させていく。そんな素晴らしい「チーム」にな

ることを願って、今日も子ども達と一緒に、全力で「プレー」

しています。

（笛吹市立富士見小学校）

　突然ですが…、私はスポーツが大好きです。今（７／
24）もこの原稿を書きながら、世界水泳・高校野球神奈
川大会・男子ゴルフ・大相撲がテレビで放送されているの
で、忙しくチャンネルをまわしています（全然集中できま
せん…）。
　スポーツの語源であるラテン語の「deportare（デポルター
レ）」には、「気晴らしをする」「遊ぶ」「楽しむ」という意
味があります。スポーツと私の関係をさかのぼると、小学
校低学年で水泳、高学年から中学校では野球、高校ではバ
スケ、大学ではバレー、現在はスノーボードやゴルフなど
…。運動好きの父の背中を見て育った私は、これまでに多
くのスポーツと触れあい、遊んだり、楽しんだりしてきま
した。そしてスポーツから色々な力をもらってきた気がし
ます。「身体的な力」「技能的な力」「考える力」「我慢する
力」「仲間をつくる力」など…。これらの力が今の私＝「田
鹿欣孝」を創り上げたと言っても過言ではありません…！？
　現在、体育教師の職に就き、毎日スポーツと触れ合って
います。幸せです。「50 歳になっても全単元で生徒に見本
を示す」これが体育教師としての私のモットーです。その
ためにも、これからも毎日スポーツを通して色々な力を
養っていきます！！そしてその力を、子供たちのため、自分
自身のために活かしていきます！！
　スポーツ最高！！スポーツ万歳！！

（南アルプス市立櫛形中学校）

らくがき

チームプレー

原　善信

スポーツ万歳！！

田鹿欣孝
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● らくがき・「第９回わたしたちの研究室」の作品募集しています！！ ●

「第９回わたしたちの研究室」の作品を募集しています！！
県立考古博物館

昨年度最優秀賞（山梨県教育委員長賞）授与の様子 昨年度作品展示の様子（応募全作品を展示します）
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● 学校紹介／富士吉田市立吉田中学校・甲府市立中道南小学校 ●

　本校では、平成９年度に創立 50 周年を記念して、富士吉田

登山口から５合目までの、全校富士登山を行いました。以来、

平成 23 年度で第 14 回目（平成 17 年度は中止）の実施となり

ました。

　その目的は、特色ある学校づくりと総合的な学習の時間での

富士山学習の一環として位置づけています。具体的な実施目的

は、「富士山に最も近い学校」との自負の下、歴史的、地理的、

経済的にも、富士山とのつながりの深い上吉田・新屋・松山地

区を学区に持つ吉田中学校の生徒が、より富士山の自然・文化・

歴史等への理解を深め、自らの寄って立つ地域を知ることによ

り、自らを理解する機会としています。

　生徒たちは、事前に学年、学級において自然・文化・歴史を

富士山学習として学び理解を深めています。７月３日の当日は、

全校生徒 652 名中、614 名が参加しました。実施にあたり 70

名ほどのＰＴＡの方々にも中の茶屋から馬返しまで安全確保の

ために協力を得ています。また、登山に同行してくれる保護者

もいて、生徒の様子を見てくれています。

　途中で激励してくれる保護者や一般の登山者に背中を押され

ながら、苦しさに耐え登り切る達成感は格別なものがあります。

五合目から見る、北麓地域の景色は素晴らしいものがあります。

地元で生活している生徒も、なかなか経験できない体験であり、

今後も吉田中学校の特色として保護者、地域の協力をいただき

ながら、富士山学習の充実に努めていきたいと考えています。

馬返し休憩 五合目に向かって

　本校は甲府市立となり６年目。市の最南端に位置する自然環

境豊かな果樹農村地帯です。駿河と甲府を結ぶ「中道往還」も

あり、古い歴史と文化の息づく地域でもあります。卒業生に歌

人・山崎方代がおり、全校で短歌づくりにも取り組んでいます。

児童数 150 名の小規模校ですが、地域との連携を大切にしなが

ら、縦割り活動で仲間づくりに励んでいます。

◇「南小ストレッチ体操」で体のストレッチ　

　平成 21・22 年に、スポーツドクターの協力を得て「運動器

検診」を実施しました。その結果、児童の骨の異常や体の固さ

が発見され、その課題解決のために「夢をかなえてドラえもん」

の曲に合わせたストレッチ体操を考案しました。この体操は体

育や運動会だけでなく、毎日の朝の会で実施するまでに定着し

ています。

　この検診は今年度も実施され、児童の体の柔軟性の高まりや

けがの減少が成果となって現れています。

◇福祉教育と読書を通して心のストレッチ

　本校では３年生は地域巡りと保育所訪問、５年生はデイサー

ビスのお年寄り訪問、６年生は身障者療護施設「麦の家」訪問

など、地域に跳び出す福祉教育にも積極的に取り組んでいます。

　また、読書活動にも力を入れ、朝読書や地域人材を活用した

「読み聞かせ」も実施しています。他に、親子読書、図書集会

なども実施する中で、読書活動が盛り上がり、児童の読書量も

年々、増加してきています。　

　これらの活動は、思いやりの心を育て、人への共感を育み、

思考力や想像力をも培う、「心のストレッチ」となっています。

南小ストレッチ体操 地域巡りで方代歌碑見学 ボランティアによる読み聞かせ

全 校 富 士 登 山
富士吉田市立吉田中学校

しなやかな「体と心のストレッチ」を通して
～地域に学び、地域に跳び出し，地域とともに歩む学校づくり～ 

甲府市立中道南小学校



　
学
校
全
体
で
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

学
校
組
織
が
一
体
と
な
り
支
援
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
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。
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。

　
平
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県
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の
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援
教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

○
　
研
修
及
び
指
導
実
践
の
充
実

○
　
専
門
性
の
あ
る
教
職
員
の
計
画
的
な
養
成
・
配
置
等

　�

の
二
点
を
今
後
の
方
向
性
と
し
、
特
に
研
修
に
つ
い

て
は
、

○�

　
全
て
の
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
、
管
理
職
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
特
別
支
援
学
級
の
担

当
者
な
ど
、
そ
の
求
め
ら
れ
る
役
割
に
応
じ
た
専
門
研

修
を
充
実
さ
せ
、
受
講
を
促
進
す
る
。

○�

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
各
教
科
等

の
指
導
に
つ
い
て
、
小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
け
る
実

践
研
究
を
推
進
す
る
。

と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
か
ら
も
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
は
、
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を
は
じ
め
、
独
立
行
政
法
人
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
に
お
け
る
研
修
、
特
別
支

援
学
校
教
員
の
専
門
免
許
取
得
を
目
指
し
た
免
許
法
認
定

講
習
会
、
管
理
職
、
特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
の

担
当
者
及
び
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
対
象

に
し
た
研
修
会
等
、様
々
な
研
修
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
施
策
や
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
会

が
よ
り
一
層
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
研
修
会
の
見
直
し
を
行
い
、
必
修
研
修

会
を
含
め
十
四
の
研
修
会
に
改
編
し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
は
、
特
別
支
援
教
育
の
基
礎
的
及
び
普
遍
的
内
容
に
重

点
を
置
い
た
研
修
会
を
多
く
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
、
教
員
個
々
の
経
験
や
専
門
性
、
指
導
力
等
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
研
修
会
を
多
く
設
け
ま
し
た
。
そ
の

中
の
い
く
つ
か
の
研
修
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
専
門
研
修
（
５
０
１
）

　
特
別
支
援
教
育
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
る
た
め
に

は
、地
域
の
中
核
と
な
る
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
県
立
学
校
長
か
ら

推
薦
さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
経
験
者
を
対
象
と
し

て
、
教
育
相
談
も
で
き
る
特
別
支
援
教
育
の
専
門
家
の
養

成
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。

　
授
業
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
（
５
０
５
～
５
０
７
）

　
実
践
力
を
高
め
る

た
め
に
、
授
業
づ
く

り
に
焦
点
を
当
て
た

研
修
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、

国
語
・
自
立
活
動
・

造
形
活
動
の
三
つ
を

開
設
し
、
講
義
だ
け

で
な
く
、
実
技
や
演

習
等
、
よ
り
実
践
的

な
内
容
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。

　
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
（
５
０
８
）

　
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
児
童
生
徒
へ
の
教
育
的
支
援
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
対
象
を
幼
稚
園
・
高
等
学
校
の

教
員
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
今
後
、
一
貫
し
た
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
取
り
組
む
特
別
支
援
教
育
」
を
合
い
言
葉

に
、
今
後
も
一
人
一
人
が
着
実
に
そ
の
専
門
性
を
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
応

え
る
べ
く
、
今
後
も
質
の
高
い
研
修
会
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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● 特別支援教育の専門性のさらなる向上を目指して ●

特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て

― 

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
　
相
談
支
援
部
　
特
別
支
援
教
育
担
当 

―

研修会（505）のようす



「神々の黄昏」という詩が掲載されている本があるか
＊＊＊レファレンスの小道具＊＊＊   　山梨県立図書館　

※図書館では、みなさんの調べたい資料や情報を探すお手伝いをしています。このコーナーでは、皆さんから寄せられ

　たご質問の調査・回答に使った資料を紹介します。

個々の現代詩の作品が、どの本に掲載されているかを調べるには…

　　『現代日本文学総覧シリーズ８　詩歌全集・作品名綜覧』 （日外アソシエーツ編・発行 1988 年・2000 年）

　個々の詩のタイトルは、ＯＰＡＣ（図書館の蔵書を検索する端末）で検索することはできません。そのような場合には、

専用のレファレンス・ブックを使います。この本は、日本国内で発行された詩・短歌・俳句・川柳・童謡のタイトルから、

その作品が収録されている全集を調べることができます。同書で調べた結果、西脇順三郎の「神々の黄昏」は、詩集「礼

記（らいき）」の中の一編で、『日本の詩歌』第 12 巻（中央公論社　1964 年）などに収載されていることがわかりました。

また「礼記」という詩集のタイトルがわかれば、ＯＰＡＣでの検索も可能になります。
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● 新教育委員長・新教育委員就任挨拶／レファレンスの小道具 ●

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
渡
邉
努
委
員
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
後
任
の
第
七
十
四
代
委
員
長
に
久
保
嶋
正
子
氏
を

選
任
し
ま
し
た
。
新
委
員
長
の
任
期
は
平
成
二
十
三
年
七

月
十
七
日
か
ら
一
年
間
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
一
度
原
点
に
戻
っ
て
再
出
発
せ
よ

と
私
た
ち
に
言
っ
て
い
る
気
が
致
し
ま
す
。
保
護
者
で
あ

れ
ば
、
わ
が
子
を
初
め
て
抱
い
た
時
の
喜
び
、
教
員
で
あ

れ
ば
初
め
て
教
壇
に
立
っ
た
時
の
喜
び
を
今
一
度
思
い
出

し
、
新
た
な
気
持
ち
で
子
供
た
ち
の
教
育
に
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
し
て
教
職
員
の
不
祥
事
は
決
し

て
出
さ
ぬ
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
平
成
二
十
一
年
に
策
定
し
た
県
立

高
等
学
校
整
備
基
本
構
想
を
基
に
、
山
梨
県
高
等
学
校
審

議
会
を
立
ち
上
げ
、
未
来
を
担
う
本
県
の
子
供
た
ち
の
た

め
、
新
た
な
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
就
職
難
が
社
会
問
題
化
す
る
中
、
子
供
た
ち
が

ど
ん
な
将
来
設
計
を
描
け
る
の
か
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
県
は
、
身
近
な
所
に
歴
史
あ
り
、
自
然
あ
り
ス
ポ
ー

ツ
あ
り
、
教
育
に
は
適
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
優

位
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
委
員
長
と
し
て
も
、
本
県
教
育

の
推
進
に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
渡
邉
努
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
の
教
育
委
員
と
し
て
石
川
洋
司
氏
が
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
平
成
二
十
三
年
七

月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

　
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

は
、未
曾
有
の
災
害
で
あ
り
、未
だ
に
復
興
の
目
途
が
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
助
け
合
い
な
が
ら

避
難
す
る
人
々
や
秩
序
あ
る
避
難
所
生
活
の
様
子
に
、
多

く
の
人
が
心
を
う
た
れ
、
海
外
か
ら
も
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
姿
は
、
古
く
か
ら
培
わ
れ
た
日
本
人
の
精
神

性
の
現
れ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
「
絆
、
思
い
や
る
心
」

が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
施
策
で
も
、「
豊

か
な
心
の
育
成
」
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
が
小
学
校
で
は
本
年
度
か
ら
、

中
学
校
で
は
来
年
度
か
ら
完
成
実
施
と
な
り
ま
す
。「
確

か
な
学
力
」
を
つ
け
る
こ
と
は
、
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
最
重
要
課
題
で
す
。
さ
ら
に
「
体
力
づ
く
り
」
も
、
大

切
な
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
教
育
委
員
と
し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と

な
り
、
山
梨
の
良
さ
を
い
か
し
た
「
知
・
徳
・
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
の
推
進
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
委
員
長
に

久
保
嶋
　
正
子 

氏
が
就
任

新
委
員
に

石
川
　
洋
司 

氏
が
就
任

新委員長

久保嶋　正子

新委員

石川　洋司



山梨の文化財

重
要
文
化
財

　
　
旧
外
川
家
住
宅
（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
）

（
平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
日
）

　

旧
外
川
家
住
宅
は
、
富
士
山
北
麓
を
富
士
山
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
富
士
道
（
国
道

一
三
九
号
）
沿
い
に
拓
か
れ
た
富
士
吉
田
市
街
に
所
在
す
る
富
士
山
御
師
の
住
宅
で
あ
る
。

　
富
士
信
仰
の
神
職
で
あ
る
富
士
山
御
師
の
住
宅
は
、
富
士
登
山
に
訪
れ
る
参
拝
者
の
宿
と
し
て
も

供
さ
れ
た
。
街
路
か
ら
奥
ま
っ
た
敷
地
は
、
南
北
約
一
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
一
三
メ
ー
ト
ル
で
、

富
士
道
に
面
す
る
敷
地
前
半
の
南
側
に
タ

ツ
ミ
チ
と
呼
ば
れ
る
引
込
路
を
も
つ
旗
竿

形
を
呈
し
、
主
屋
と
離
座
敷
が
前
後
に
並

び
建
つ
、
富
士
山
御
師
住
宅
の
典
型
的
な

屋
敷
構
え
を
持
っ
て
い
る
。

　
明
和
五
年
（
一
七
六
八
年
）
に
建
築
さ

れ
た
主
屋
は
、
年
代
の
明
ら
か
な
最
古
の

御
師
住
宅
で
あ
り
、
江
戸
末
期
の
建
築
と

見
ら
れ
る
離
座
敷
は
、
中
央
部
に
神
殿
を

備
え
、
背
面
に
上
段
の
間
を
つ
く
る
な
ど
、

富
士
信
仰
の
流
行
と
と
も
に
発
展
し
た
姿

を
よ
く
と
ど
め
て
お
り
、
い
ず
れ
も
高
い

歴
史
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
敷
地
に
は
、
中
門
や
物
置
の
ほ

か
、
御
師
住
宅
を
特
徴
づ
け
る
引
込
路
や

水
路
、
富
士
講
に
由
来
す
る
石
碑
や
塚
が

敷
地
割
り
と
と
も
に
良
好
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。

表紙を飾る

作品タイトル
「これいいかんじザラザラフワフワ

－でこぼこきょうりゅう－」
　身のまわりにある材料の特徴（手触りや量感、
形の変化など）を生かして、自分なりに工夫し
てつくる題材です。
　まず、シワシワにした紙を袋状にして、その
中にスポンジを詰めてふくらませ、丸めて量感
をつけ、麻紐やテープなどで留めながら恐竜の
胴体と頭部をつくりました。次に、そのまわり
に、ちぎったり切り込みを入れたりして変形さ
せたウレタンを貼り付けました。最後に、ペッ
トボトルの足をつけて完成です。
　机いっぱいに材料を広げ、つくりたいものの
イメージを十分ふくらませ、何回も手直しをし
ながら、自分の世界をつくっていきました。

指導者：落合洋一　教諭

県
立
盲
学
校

　
小
学
部
２
年

　
　
吉
備
津
蒼
太
　

教
育
や
ま
な
し
（
二
三
六
号
）
平
成
二
十
三
年
九
月
九
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
川
端
康
成
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
東
山
魁
夷
」

9
／
17
〜
11
／
6

県
立
博
物
館

■
企
画
展

「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」

10
／
8
〜
11
／
28

県
立
考
古
博
物
館

■
第
29
回
特
別
展

「
縄
文
土
器
名
宝
展
〜
縄
文
技
術
の
到
達
点
〜
」

９
／
28
〜
11
／
23

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
深
沢
七
郎
の
文
学

　
　
　「
楢
山
節
考
」
ギ
タ
ー
の
調
べ
と
と
も
に
」

　
９
／
10
〜
11
／
６

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に�E-mail�又は FAXして下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html


